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 本指針は、生成AIの教育現場での利用に関するものです。生成AIの利用に際しては、この

指針を十分理解し、適切に活用してください。 

 

◎本指針における“生成AI”の定義 

 生成AIとは、「人工物であるデータから表現を学習し、それを使って、元のデータに似て

いるが同じではない、テキスト、画像、動画、音声、構造等を含む新しい人工物を生成する

AI技術」を指すものとします。 

 

1. はじめに 

 学習の過程での思考力向上は極めて重要です。生成AIを過度に頼ることで、教育効果が損

なわれる可能性があります。一方で、知識や技能の獲得においては、生成AIは学生の自主的

な学習能力の向上を促進する可能性があります。したがって、生成AIの仕組みや出力内容の

正確性について理解し、その活用を適切に行うことが求められます。生成AIはあくまで補助

的に利用し、生成AIによる出力については、必ず自身で事実確認・推敲・完成させることが

重要です。 

 

2. 授業における利用 

 本学では、カリキュラム・ポリシーにおいてICT活用力を掲げ、また今後の社会において

一般的になり得る技術であることから、生成AIを一律に禁止せず、その活用の可能性を探り

ます。しかし、授業の特性に応じて生成AI利用の注意事項が異なるため、その可否は担当教

員の判断に委ねます。担当教員はレポートや試験などにおける生成AIの利用について学生に

予め周知し、シラバスにも掲載してください。 

 

3. 不正行為 

 本学がディプロマ・ポリシーとして掲げる、生涯学習力・解決力・表現力は、学生本人に

よる自立した主体的な学びを前提としています。学位論文やレポートの作成において、生成

AIを不適切に使用した場合*1 には、学業上の不正行為*2 とみなされることがあります。 

 生成AIを用いた際には、生成AIの名称、使用箇所、使用方法を明記すること。 

 *1「生成AIの不適切な使用例」、*2「名桜大学試験等不正行為取扱要項」もあわせて確認

してください。 

 

4. 誤謬（誤情報）と信憑性 

 生成AIの出力には、虚偽やバイアス（偏った情報）が含まれる可能性があります。出力内

容の信頼性を常に確認し、適宜修正することが重要です。 

 

 

 



5. 法的リスク 

 生成AIの出力には、著作権や意匠権等の法的問題が結びつく可能性があります。利用する

際には、これらの法的リスクを常に意識してください。 

 

6. 情報セキュリティ 

 生成AIへの入力情報が、他者の学習データとして用いられる可能性が考えられます。機密

性の高い情報や個人情報の入力は絶対に避けてください。 

 

7. 今後の指針の見直し 

 生成AIは進化の途上にあり、これに伴い本指針もその都度変更される可能性があります。 

 

 上記の指針を参照し、授業や研究活動での生成AIの利用を適切に行ってください。 


